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皆さまへ

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

2024年4月に大和証券グループ本社の代表執

行役社長 最高経営責任者（CEO）に就任した荻野

明彦でございます。

はじめに、令和6年能登半島地震により被災され

た皆さまに、心よりお見舞いを申し上げますとともに、

一日も早い復旧と復興をお祈り申し上げます。

大和証券グループでは、2026年度までを対象期

間とした3ヵ年のグループ中期経営計画～“Passion 

for the Best”2026～を策定しました。「お客様の資

産価値最大化」をグループ経営基本方針として掲

げ、全てのグループビジネスにおいて、的確な市場

環境分析と深度あるお客様理解に基づいた質の高

いコンサルティングやソリューションを提供することで、

中長期的なお客様の資産価値向上に取り組み、資

産運用立国の実現、ひいては金融・資本市場を通じ

た豊かな未来の創造に貢献してまいります。

さて、2023年度は日本経済にとって大きな転換点

を迎えた1年となりました。30年にわたるデフレから

の脱却が視野に入る中、インバウンド需要を中心に

経済の回復が進み、ポストコロナ時代の経済活動が

本格的に正常化の過程に入りました。株式市場では、

堅調な企業業績、東証による資本コストや株価を意

識した経営の実現に向けた対応の要請、海外投資

家による日本株買いを背景に、日経平均株価は史上

最高値38,915円を34年ぶりに上回りました。金融

政策では、8年ぶりにマイナス金利が解除され、正常

化への一歩が踏み出されました。

このような環境下、グループの連結業績は、純営

業収益5,909億円、経常利益1,745億円、最終利益

グループ戦略骨子

中期経営計画目標

グループ経営基本方針 “お客様の資産価値最大化”

（FY2026）
2,400億円以上

経常利益

10%程度
ROE

1,500億円
ベース利益

ベース利益： ウェルスマネジメント部門、証券アセットマネジメント、不動産アセットマネジメントの経常利益合計

グループそれぞれの事業領域において、お客様のニーズや課題を深く理解し、お客様の
状況や経済環境に応じた最善・最適で質の高いソリューションを提供することで、中長
期的なお客様の資産価値の最大化に貢献する

1 お客様へ提供する付加価値の追求

2 アセットマネジメントビジネスの高度化とビジネスモデル変革

3 非連続な成長戦略の推進（外部連携・M&A・成長投資）

4 経営資源のリアロケーションと管理高度化

5 デジタル・イノベーションの追求

■ “Passion for the Best”2026 グループ経営基本方針



02D a i w a S e c u r i t i e s  Gr o u p I n c .   ■

グループ中期経営計画“Passion for the Best” 2026
概要につきましては、当社IRサイトよりご覧いただけます

を示す親会社に帰属する純利益は1,215億円となり

ました。株主の皆さまへの利益還元につきましては、

通期の配当を1株あたり44円（中間配当19円、期末

配当25円）、配当性向が実績値で51.8％となりました。

また、当社グループは、社会問題の解決、未来の

社会および金融・資本市場の発展のため、本業とし

て積極的にサステナブルファイナンスの促進に取り

組んでいます。全てのステークホルダーの皆さまに

必要とされる存在となるべく、サステナブルで豊かな

社会の実現のための新たな資金循環の仕組みづく

りにグループを挙げて取り組んでまいります。

皆さまにおかれましては、今後もなお一層のご支

援とご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

株式会社大和証券グループ本社
代表執行役社長 CEO

グループ戦略骨子

中期経営計画目標

グループ経営基本方針 “お客様の資産価値最大化”

（FY2026）
2,400億円以上

経常利益

10%程度
ROE

1,500億円
ベース利益

ベース利益： ウェルスマネジメント部門、証券アセットマネジメント、不動産アセットマネジメントの経常利益合計

グループそれぞれの事業領域において、お客様のニーズや課題を深く理解し、お客様の
状況や経済環境に応じた最善・最適で質の高いソリューションを提供することで、中長
期的なお客様の資産価値の最大化に貢献する

1 お客様へ提供する付加価値の追求

2 アセットマネジメントビジネスの高度化とビジネスモデル変革

3 非連続な成長戦略の推進（外部連携・M&A・成長投資）

4 経営資源のリアロケーションと管理高度化

5 デジタル・イノベーションの追求

2024年6月



財務情報

親会社株主に帰属する当期純利益 ROE 1株当たり配当金／配当性向

預り資産（大和証券） 連結総自己資本規制比率 信用格付け
（単位:兆円） 

（単位:億円） （単位:円） 

海外ビジネス地域別経常利益

S&P

Moody’s

大和証券グループ本社

大和証券

BBB+

A-

大和証券グループ本社

大和証券

Baa1

A3

純営業収益

経常利益
（単位:億円） （単位:億円） 

（単位:億円） 

2021年度

2021年度

5,020

2022年度

4,642

2023年度

5,909

1,358

2022年度

869

2023年度

1,745

● 当期の国内株式市場は、日本国内におけるデフレ脱却期待、東京証券
取引所によるPBR1倍割れ企業への要請、米国株高と円安ドル高基調
等が後押しとなり、2024年2月には、日経平均株価はバブル期につけ
た過去最高値を34年2カ月ぶりに更新する力強い推移となりました。

● 当上期は、日本のデフレ脱却期待、PBR1倍割れ企業への是正期待、米
国景気の減速懸念の後退などを背景とした海外投資家の買いにより、
日本株は上昇し、7月に年初来高値を更新しました。その後は日銀によ
るイールド・カーブ・コントロールの柔軟化の決定、米国の金融引き締め
継続懸念や中国経済の先行き不透明感が広がり、軟調な展開となりま
した。9月には日米で長期金利が上昇し、日経平均は32,000円を割り
込みました。

● 下期に入ると、米長期金利上昇や地政学リスクの高まりから、一時リス
クオフに転じる局面がありましたが、米国における追加利上げ観測の後
退、円安ドル高の後押しを受け日米の株式は大幅上昇しました。1月以
降は、米国株高、円安傾向、日銀の金融政策正常化、デフレ脱却期待を
背景とした海外投資家の買いが相場を押し上げ、日経平均は2月に34
年2カ月ぶりに過去最高値を更新しました。

● 当期末の日経平均は40,369.44円、TOPIXは2,768.62ptとなりました。

欧州 アジア・オセアニア 米州 海外合計 市場環境

　2023年度の営業収益は前年度比47.5％増の1兆
2,774億円、純営業収益は同27.3％増の5,909億円
となりました。
　販売費・一般管理費は同9.9％増の4,372億円、経
常利益は同100.8％増の1,745億円、これに特別損
益、法人税等および非支配株主に帰属する当期純利
益を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利
益は同90.3％増の1,215億となりました。
　リテール部門は、ラップ口座サービスにおける純増
額が9年ぶりの高水準となり、当連結会計年度末の契

約資産残高が過去最高となりました。ホールセール部
門は、グローバル・マーケッツでは、相場上昇を背景に
顧客フローが増加し、増収増益となりました。グロー
バル・インベストメント・バンキングでは、M&A収益が
過去最高を更新しました。アセット・マネジメント部門
は、証券アセット・マネジメントでは、公募投資信託に
おける資金純増と株式相場上昇が寄与し、増収増益
となりました。不動産アセット・マネジメントでは、賃貸
原価の上昇などにより、減収減益となりました。

業績概況

国内指標、米ドル／円レート
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（単位:億円） リテール部門 ホールセール部門
投資部門

アセット・マネジメント部門
連結合計

2021年度
1Q 2Q 3Q 4Q

2022年度
1Q 2Q 3Q 4Q

2023年度
1Q 2Q 3Q 4Q
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IRメールサービスのご登録はこちら（ご登録・購読は無料）
当社IRに関する情報をご指定のメールアドレスにお届けします！
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プレゼンテーション資料（PDF）はこちら https://www.daiwa-grp.jp/ir/presentation/

個人投資家向け会社説明会の開催
大和証券グループ本社による

今日は、皆さんの社会人生活において、新たな出発の日となります。
私も本日が社長の初日、ここで皆さんにお話しすることが初仕事になり
ます。皆さんの門出を祝うように、株式市場も昨年から大変活況です。い
ま、日本では直接金融・資本市場に対する期待や注目が、かつてないほ
ど高まっています。これまで何十年と言われてきたにも拘わらず、その動
きが鈍かった「貯蓄から投資へ」の動きが、ついに本格化する、今はそう
いうタイミングです。私は今が、直接金融が日本経済を牽引する、正にそ
の時だと思っています。直接金融を通じて社会に貢献していくことが、資
本市場のリーダーである大和証券グループの使命です。皆さんに担っ
ていただく仕事は、まさにこの直接金融による日本への貢献です。皆さ
んには、「直接金融の伝道師」となって、日本を変えていくんだ、という気
概を持って働いて欲しいと思います。

これからダイワライフを送っていただく皆さんに対して、私から3つの
メッセージをお伝えします。1つ目は、真のプロフェッショナルになってほ
しい、ということです。プロフェッショナルとして、お客様にコンサルティ
ングや新しい金融商品を提供する上で、法令諸規則の理解や基礎知識、
ITを含むスキルは土台としての必要条件です。加えて、心の持ち方、マイ
ンドが重要です。常に向上心を持ち続けること、そして自分で高い目標
を掲げて、そこにチャレンジする姿勢が重要です。そして、何よりも仕事
を好きになって夢中になってください。夢中になれば充実した時間を過
ごすことが出来るし、仕事が楽しくなります。2つ目は、スピードです。

大和スピリットの中で、私が皆さんに最も意識してほしいと考えてい
ることです。これまで私の部下にも口酸っぱく言ってきました。意識すれ
ばその日から実現できるからです。常にスピードを意識した仕事をして
もらいたい。最後は、ダイワライフを是非楽しんでほしいということです。
仕事をしていると、なかなかうまくいかないなと、思うことは絶対にあり
ます。そんな中でも、悲壮感を持つ必要なんてありません。一緒に仕事
をする仲間や上司に相談すれば、適切なアドバイスをもらえるでしょう。
どうやったらうまくいくのか考えて、愚直に行動しているうちに、自分の
中にワクワクした気持ちのようなものが芽生えてきます。そうすると、仕
事を楽しめるようになります。明るく一生懸命働いて、仕事に夢中になっ
て、プライベートも含め、存分に大和ライフを楽しんでいただきたいと思
います。

私は入社して最初の半年間だけ株価が上がり、あとは34年間、その
高値を更新できないままの状態でした。皆さんはバブルではない、企業
価値をフェアに反映した株価形成がなされている環境の中での入社で
す。理論的には、企業が成長していく限り、企業価値は上がり続けます。
皆さんは、これからも何度も株価が史上最高値を更新する局面を迎える
と思います。そんな中で、大和証券グループで経済のダイナミズムを感
じながら仕事が出来ることは幸せだと思います。皆さんの、今後の成長
と、ダイワライフが充実した素晴らしいものになることを大いに期待し
て、私からのお祝いの言葉とさせて頂きます。

文化放送キャリアパートナーズ 就職情報研究所 「就職ブランドランキング」 2025年卒・前半　 総合順位 3位

大和インベスター・リレーションズ主催
「個人投資家向け会社説明会」

2024.2.27開催
経営企画部 IR室長 三柴 基

アーカイブ配信中！

2024年4月1日、入社式を開催し総勢486名が新たに当社グループの一員となりました。 
新入社員に向け、大和証券グループ本社代表執行役社長 荻野 明彦より、新入社員の成長・活
躍への大いなる期待込めて、次のメッセージを送りました。

大和証券グループの入社式を開催

2023年度下期の個人投資家向け会社説明会は、大
変多くの方にご視聴いただきました。

当社ホームページの「株主・投資家情報」からもご視
聴いただけますので、ぜひご覧ください。

今後も株主・投資家の皆さまとのコミュニケーションの
更なる充実を図っていきます。
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セキュリティトークンの市場取引開始
デジタル化された証券

IRメールサービスのご登録はこちら（ご登録・購読は無料）
当社IRに関する情報をご指定のメールアドレスにお届けします！

国内最大級の投資家向けIRカンファレンス

詳細は
こちら

大和証券グループは、2024年3月4日から8日の5日間
にわたり、ザ・プリンス パークタワー東京において投資家 
向けIRカンファレンス「Daiwa Investment Conference 
Tokyo 2024」を開催しました。国内最大級のIRカンファ
レンスとして確固たる地位を築いており、グローバル投
資家や参加企業から幅広く認識されています。

今回は、約550名の投資家、国内企業397社、海外企
業46社の計443社が参加し、数多くの投資家・企業ミー
ティングを通じて活発な議論が交わされました。

また、日本取引所グループの山道裕己CEOによる基
調講演や大和総研の中曽宏理事長、東京大学の川口
大司教授によるセミナーが行われ、参加者から高い評価
を得ることができました。

セキュリティトークン（ST）とはブロックチェーン技術を
用いて権利の移転・記録が行なわれる「デジタル化され
た証券」のことです。これまで投資機会が限られていた
不動産などのさまざまな資産をST化することで、比較
的少額からの投資が可能になりました。

大和証券グループは、これまでもデジタルを活用した
金融サービスの創出に向けて積極的に取り組んでまい
りました。2021年4月にグループ横断でのSTビジネス
推進プロジェクトを開始し、2022年3月に不動産ST1号
案件、その後2024年3月までの2年で、8号案件までの
計338億円を引受け、投資家の皆さまに提供させてい
ただきました。

2023年12月には大和証券グループ本社も出資する
大阪デジタルエクスチェンジ株式会社がST取引に関わ
るPTSの取引市場「START」を開設し、大和証券が引
受・販売した不動産STの6号案件は「START」取扱い
第1号銘柄として取引を開始しております。

ST市場は、不動産以外への対象資産の拡大やデジ
タル通貨の普及による利便性の向上など、今後も更な
る発展が見込まれます。大和証券グループは、新中期
経営計画“Passion for the Best”2026で掲げた“お
客様の資産価値最大化”に向けて、引き続きSTの発展
に貢献し、デジタルを活用した金融サービスの創出に努
めてまいります。

「Daiwa Investment Conference Tokyo 2024」を開催

ウェルカム・レセプションの様子

不動産セキュリティトークンの仕組み

不
動
産

発行体

資金調達

大和証券

ST販売
投資家 ST

ST発行

ST

投資

裏付け
資産

賃貸住宅

物流施設

ホテル



優待のお申込みはWebが便利です！

https://www.daiwa-grp-yutai.jp/
優待　お申込みサイト お申込み締切日

2024年7月31日（水）

　優待のお申込みは、Webからのお申込み、またはハガキ郵送で受け付けております。
Webによるお申込みのご利用により、子どもの貧困問題への取り組みサポートや、一部の商品の
お届日のご指定等が可能となります。
　また、Web申込みをより便利にご利用いただくため、スマートフォンから二次元コードを読み取り
お申込みいただける【優待スマート申込み】も開始しています。
　お申し込み方法の詳細は、優待お申込み案内用紙をご覧ください。

国内外の各種ランキングで高評価を獲得

【大和証券】
日経ヴェリタス 2024年アナリストランキング

「株式編」会社別

6年連続 1位

【大和証券】
日経ヴェリタス 2024年アナリストランキング

「債券・為替編」会社別

2年連続 1位

【大和証券】
2024 Institutional Investor 
All-Japan Research Team

5年連続 1位

【大和証券グループ本社】
経済産業省×東京証券取引所

「なでしこ銘柄」

9回目の選定

【大和証券グループ本社】
経済産業省×東京証券取引所

「健康経営銘柄」

9回目の選定

【大和証券グループ本社】
経済産業省×東京証券取引所

「健康経営優良法人（ホワイト 500）」

8回目の選定

MSCI ESG格付け
最上位ランク「AAA」

2年連続獲得

2023 Bloomberg 
Gender-Equality Index

構成銘柄に選定
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トピックス

中学生向け金融経済教育教材を制作

グッド・マーケットメイカー賞を受賞

金融経済教育の取組み強化

カーボン・クレジット市場において

当社グループの大和フード＆アグリ株式会社（DFA）では、2018年11月の創
業以来、「農業・食料分野の社会課題解決に金融の視点で貢献する」ことをミッ
ションとして活動しています。

子会社である「株式会社みらいの畑から（大分県玖珠町）」、「株式会社ス
マートアグリカルチャー磐田（静岡県磐田市）」において、それぞれトマト、パプリカ
の生産・販売事業を展開していますが、このたび新たに「株式会社北海道サラダ
パプリカ（北海道釧路市）」の経営に参画し、パプリカの生産拠点を拡充しました。

これにより、DFAグループでは、静岡と北海道の気候の違いを活かしたパプリ
カの通年生産が可能となります。また、その生産量は1,000t超に達し、日本最大
規模となります。

国産パプリカ生産量国内トップクラスのシェア獲得
大和フード＆アグリが北海道釧路市のパプリカ農園に経営参画

当社では、2000年代より小・中・高校生向けの出張授業や金融経済教育の
プログラムの提供などを行っており、2022年度より金融経済教育担当役員を
任命し、大和総研に金融経済教育推進室を設置するなど、グループ全体で取
組みをさらに強化しています。

このたび、当社では、中学生向けの金融経済教育教材「私たちの未来を支
えるお金の働き」を新たに制作し、ご希望の学校や先生へ無料提供を開始し
ました。 本教材は、教科書を発行している東京書籍株式会社の協力の下で
作成しており、中学校の「公民」や「家庭科」の授業で活用できます。制作にあ
たっては、中学校の教員の方からのご意見も取り入れ、テキストおよび指導案
と共に、生徒が楽しく学べる「すごろく」もセットになっています。

大和証券は、 東京証券取引所が開設するカーボン・クレジット市場において
グッド・マーケットメイカー賞を受賞しました。

大和証券は、東京証券取引所よりマーケットメイカー制度（※）において指定
を受け、マーケットメイカーとしての役割を担ってまいりましたが、再エネルギー

（電力）区分において注文の表示時間と売却数量の両基準を満たし、カーボ
ン・クレジット市場の流動性と適正な価格形成に貢献したことが認められ、グッ
ド・マーケットメイカーの表彰を受けました。
（※）マーケットメイカー制度は、経済産業省が実施する「カーボン・クレジット市場の取引活性化等事業」に基づき試行的に実
施されたもので、実施期間は2023年11月27日から2024年2月29日まで

● 教材やプログラムの提供  ● 出張授業、教員研修の受入れ  
● 体験学習、企業見学  ● 生活設計体験プログラムへの協賛  
●ゲームアプリ開発  ● 教育機関との連携

これまでの取り組み

詳細は
こちら

金融経済教育教材「私たちの未来を支えるお金の働き」

大和証券 専務取締役 藤岡 智男（写真中央）

北海道サラダパプリカ圃場の様子と商品
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IRメールサービスのご登録はこちら（ご登録・購読は無料）
当社IRに関する情報をご指定のメールアドレスにお届けします！

大和インベスター・リレーションズの個人向けサービスである「大和IRモニタークラブ」は、個人投資家と上場企業を直接
つなぐ7万人を超える方が登録している会員制のサービスです。ご登録いただくと、個人投資家向け会社説明会のご参加
や適時開示情報のメール受信などのサービスがご利用いただけます。登録料・年会費など全て無料ですので、是非、「大和
IRモニタークラブ」へご登録いただき、ご活用ください。

大和IRモニタークラブ
のご案内 企業情報を無料で入手！ 個人投資家向け説明会に参加しよう！

❶会社の「今」を経営トップの肉声で！  ❷IR情報を「即座に」メールで受信！  ❸イベント参加で「ポイント」ゲット！

モニタークラブ登録・詳細についてはこちら https://www.daiwair.co.jp/individual/index_dg.html



会社概要／株式・株価の情報
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■  大和証券グループの主要会社構成 2024年4月1日時点

■  会社概要 2024年3月31日現在

■  東京証券取引所における当社株価 2023年4月1日～2024年3月31日

始値 高値 安値 終値 一日平均出来高

626 1,215 605 1,151 5,772千株

商 号
株式会社大和証券グループ本社   

英文：Daiwa Securities Group Inc.

証券コード 8601

所　在　地 〒100-6751 東京都千代田区丸の内一丁目9番1号
グラントウキョウ ノースタワー

電 話 （03）5555 -1111（代）

創　業　日 1902年5月1日

設　立　日 1943年12月27日

代　表　者 代表執行役社長　荻野 明彦

資　本　金 2,473億円

事 業 内 容
有価証券関連業務およびその遂行を支援する業務を営
む国内および海外の子会社、関連会社の株式又は持分を
所有することによる当該会社の支配・管理

ホームページ https://www.daiwa-grp.jp/

I R 室 ir-section@daiwa.co.jp

■  大株主（上位10名） 2024年3月31日現在

（注1） 持株数は千株未満を切捨てています。
（注2） 持株比率は小数第3位を切捨てています。
（注3） 当社は、2024年3月31日現在、自己株式168,064,760株を保有しておりま

すが、上記大株主から除外しております。
（注4） 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数（持株比率）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 230,614千株（16.45%）

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 72,313千株（5.16%）

太陽生命保険株式会社 41,140千株（2.93%）

バークレイズ証券株式会社 34,000千株（2.42%）

日本生命保険相互会社 31,164千株（2.22%）

日本郵政株式会社 30,000千株（2.14%）

STATE STREET BANK WEST CLIENT - 
TREATY 505234 29,842千株（2.12%）

JP MORGAN CHASE BANK 385781 19,272千株（1.37%）

大和持株会 19,091千株（1.36%）

野村信託銀行株式会社（投信口） 17,314千株（1.23%）

■  株価および出来高の推移 2023年4月1日～2024年3月31日（東京証券取引所）

■  株式の状況 2024年3月31日現在

（注1） 株式数は千株未満を切捨てています。
（注2） 株式数比率は小数第2位を四捨五入しています。
（注3） 「その他」には、政府・地方公共団体、証券会社、自己名義株式が含まれます。

個人
25.0%

(391,854千株)

金融機関
29.8%

(467,975千株)

外国人
25.0%
（391,907千株）

国内法人
4.8%
（75,951千株）

その他
15.4%
（241,688千株）

株式数
1,569,378千株
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0
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900
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（円）（千株）
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2024年2023年

株価（右軸）出来高（1日平均、左軸）

グローバル・マーケッツ＆
インベストメント・バンキング部門 その他ウェルスマネジメント部門 アセットマネジメント部門

大和証券グループ本社

大和証券
大和総研

大和証券
ビジネスセンター

大和証券
ファシリティーズ

大和証券大和アセットマネジメント

大和リアル・エステート・
アセット・マネジメント

大和証券オフィス投資法人

大和企業投資
大和PIパートナーズ
大和エナジー・インフラ

サムティ・レジデンシャル投資法人
大和証券リアルティ

大和ファンド・コンサルティング

証券アセットマネジメント

不動産アセットマネジメント

オルタナティブアセットマネジメント

大和ネクスト銀行

大和コネクト証券

Fintertech

大和証券キャピタル・マーケッツ
ヨーロッパリミテッド

大和証券キャピタル・マーケッツ
香港リミテッド

大和証券キャピタル・マーケッツ
シンガポールリミテッド*

大和証券キャピタル・マーケッツ
アメリカ Inc.

*ウェルスマネジメント部門にも属する
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株主メモ
IRメールサービスのご登録はこちら（ご登録・購読は無料）
当社IRに関する情報をご指定のメールアドレスにお届けします！

■ 株主総会資料の書面交付請求について

決 算 日 3月31日（年1回）

基 準 日 ＊

期末配当　3月31日

中間配当　9月30日

＊ 剰余金の配当については、必要に応じ基準日を定めて実
施することがございます。

定 時 株 主 総 会 6月下旬（基準日3月31日）

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　

郵 便 物 送 付 先
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

公告掲載方法

電子公告により行います。ただし、事故その他やむ
を得ない事由によって電子公告をすることができ
ない場合は、日本経済新聞に掲載して行います。

公告掲載URL
https://www.daiwa-grp.jp/ir/shareholders/

■ 株式についてのご案内
株主さまがご住所を変更された場合、株主名簿の変更手
続きが必要となります。お手続きをお忘れになると、株主
総会招集ご通知や配当金関係書類などをお届けできなく
なりますので、ご注意ください。

■  住所変更のお手続きについて

当社では、単元未満株式に不足分を買増して単元株式数
（100株）におまとめいただけるよう、単元未満株式の買
増制度を採用しています。また、当社に買取請求をするこ
ともできます。
なお、下記期間は原則として買増および買取請求の受付
を停止していますので、ご注意ください。

■  単元未満株式の買増し・買取りについて

買 増 請 求 の
受付停止期間

毎年3月31日の前営業日から起算して10営
業日前の日から3月31日までの間、および9
月30日の前営業日から起算して10営業日前
の日から9月30日までの間

買 取 請 求 の
受付停止期間

毎年3月31日の前営業日から起算して3営業
日前の日から3月31日までの間、および9月
30日の前営業日から起算して3営業日前の
日から9月30日までの間

具体的なお手続きに関するご照会はお取引先の証券会社
等にお問合せください。なお、特別口座を開設された場合
の買増および買取請求は下記の三井住友信託銀行の電
話照会先（フリーダイヤル）までお問合せください。

会社法改正により、株主総会資料は、原則ウェブサイトでのご提供となっております。
株主総会資料（全文）の郵送（書面交付）を希望される場合は、株主総会の基準日（3月31日）までに「書面交付請求」をしていただくことで、書面でのお
受け取りが可能です。
お手続きの詳細は、三井住友信託銀行の電子提供制度ダイヤル（0120-533-600）または当社株式を保有されている証券会社までお問合せください。

大和証券お問合せ先

お客様相談センター 「お客様相談センター」では、お客様のご意見、ご要
望、苦情などを専用電話にておうかがいしています。
お客様からお寄せいただいた「声」に真摯に耳を傾け、
その声を企業活動に活かし、サービスやお客様満足
度の向上に役立て、「お客様から選ばれる証券会社」
を目指します。
なお、ご注文や株価・残高照会、商品の詳しいご説明、
資産運用のご相談はお取引の窓口で承ります。

03–5555–2222
受付時間

9:00〜17:00（土・日・祝日、年末年始を除く）

コンタクトセンター

 0120–010101
受付時間

平日 8:00〜18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）

大和証券ホームページの
「店舗一覧」をご覧ください

本・支 店・営 業 所

書類請求等のご照会  0120-782-031 オペレーター対応：平日 9:00～17:00

インターネットホームページURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

■ 三井住友信託銀行 証券代行部のお問合せ先

▼ 全国のお店一覧
https://www.daiwa.jp/service/channel/brc/product_list.html



「オリジナル
カレンダー」
進呈についての
ご案内

　2025年版の「オリジナルカレンダー」は、当社
第87回定時株主総会において、議案の賛否にか
かわらず議決権をご行使いただいた1,000株以
上保有の株主さま全員への進呈とさせていただ
きます。
　何卒、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

● カレンダーは2024年12月に郵送いたします。
お申込みの手続きは不要です。

● 2024年4月1日以降に住所変更された場合は、
優待品カタログ事務局（0120-044-315）まで必
ずご連絡ください。

2024年3月末株主優待の対象は、
2024年3月末の株主名簿に記録されている

当社株1,000株以上保有の
株主さまが対象です。

毎年3月末と9月末の1,000株以上保有の株主さまを対象に、年2回の株主優待を実施しております。

高齢者向け住宅の入居時費用割引

有料老人ホーム
『グッドタイムリビング』 50万円割引

ご本人様およびその配偶者さま並びにその親族さま（三親等まで）利用可能者：

入居時費用から

シニア向けマンション
『プラテシア』 50万円割引

入居時費用から

ホテル・ゴルフ場の割引／ご優待

ご利用いただけるホテル・ゴルフ場の優待内容・ご利
用方法については、当社Webサイト（https://ww
w.daiwa-grp.jp/ir/shareholders/privilege.ht
ml）または1,000株以上保有の株主さまにご案内の
【2024年3月末優待品カタログ】に掲載しております。

■  保有株式数 ■  株主優待品

※ Webお申込み限定品からも選択可能
* 株主優待制度の内容は、次回以降変更の可能性がございます。

優待品
（2,000円相当）
カタログより 1点保有の株主さま対象

1,000株～2,999株

優待品
（2,000円相当）
カタログより 2点保有の株主さま対象

3,000株～4,999株

優待品
（5,000円相当）
カタログより 1点保有の株主さま対象

5,000株～9,999株

優待品
（5,000円相当）
カタログより 2点保有の株主さま対象

10,000株以上
※

※

※

株主優待制度について

優待に関するお問合せ先 〈優待品カタログについて〉

優待品カタログ事務局
 0120–044–315

平日10:00-17:00
夏季休業 2024年8月10日（土）～15日（木）

2 0 2 3年 4月 1日～ 2 0 2 4年 3月 3 1日

通期第87 期

大和証券グループ
ビジネスレポート

2024年7月31日（水）申込締切日


